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（証券コード3333）
2019年４月25日

株 主 各 位
大阪市都島区高倉町三丁目11番４号
株 式 会 社 あ さ ひ
代表取締役社長 下 田 佳 史

第44回定時株主総会招集ご通知
拝啓 株主の皆様には格別のご高配を賜り、ありがたく厚く御礼申しあげます。
さて、当社第44回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよ
うご通知申しあげます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手

数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いた
だき、2019年５月17日（金曜日）午後６時までに到着するようご送付いただきたくお願い申し
あげます。

敬具
記

1. 日 時 2019年５月18日（土曜日）午後１時（受付開始 正午）
2. 場 所 大阪市北区梅田２-５-25 ハービスＯＳＡＫＡ 地下２階

ハービスＨＡＬＬ 大ホール
（末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）
※前回の会場から総会会場が変更となっておりますのでご注意ください。

3. 目 的 事 項
　報 告 事 項 第44期（2018年２月21日から2019年２月20日まで）事業報告、

計算書類の内容報告の件
　決 議 事 項
　 第１号議案 剰余金の処分の件
　 第２号議案 取締役８名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
　

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
◎代理人がご来場の場合は、議決権行使書に加えて委任状をご提出ください。なお、代理人は、当社の議決権を有する
株主様１名に限らせていただきます。

◎株主ではない代理人及び同伴の方など、議決権を行使することができる株主以外の方はご入場いただけませんので、
ご注意ください。

◎事業報告、計算書類及び株主総会参考書類の記載事項を修正する必要が生じた場合は、修正後の事項をインターネッ
ト上の当社のウェブサイト（https://www.cb-asahi.co.jp/）に掲載いたしますのでご了承ください。
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議案及び参考事項
第１号議案 剰余金の処分の件

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要課題と考えており、安定的な財務
体質の確立、企業価値の向上に努め、将来の成長に備えて内部留保を図ると同時に、株主
の皆様へ継続的に配当を行なうことを基本方針としております。
この方針のもと、第44期の期末配当金につきましては、当期の業績並びに今後の事業
展開等を勘案して、普通配当16円に記念配当（創業70周年記念）２円を加え、1株につ
き18円とさせていただきたいと存じます。
　
１．期末配当に関する事項
（1）配当財産の種類

金銭
（2）配当財産の割当に関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき 18円
（うち、普通配当は前期に比べ２円増配の16円・創業70周年記念配当２円）
　総額 472,328,100円

（3）剰余金の配当が効力を生じる日
2019年５月20日

２．その他の剰余金の処分に関する事項
（1）増加する剰余金の項目及びその金額

別途積立金 2,000,000,000円
（2）減少する剰余金の項目及びその金額

繰越利益剰余金 2,000,000,000円
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第２号議案 取締役８名選任の件
本総会終結の時をもって取締役全員（８名）は任期満了となります。つきましては、取

締役８名の選任をお願いいたしたいと存じます。
取締役候補者は以下のとおりであります。

　

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社株式数

１ 下
し も だ
田　佳

よ し ふ み
史

（1971年３月２日生）

1994 年４月 当社入社
1999 年１月 当社商品部長
2006 年５月 当社取締役商品部長
2008 年２月 当社取締役商品本部長兼商品部長
2008 年５月 当社専務取締役商品本部長
2012 年５月 当社代表取締役社長

（現在に至る）
（重要な兼職の状況）
愛三希（北京）自転車商貿有限公司執行董事
兼総経理

3,245,800株

【取締役候補者とした理由】
　同氏は、2012年５月に当社の代表取締役社長に就任して以来、事業成
長と企業価値向上に向けたグループ戦略の実現を図るため、強いリーダ
ーシップをもって、経営の指揮を執ってまいりました。在任期間中の業
績及び、経営全般に関する見識と能力等を総合的に勘案し、取締役候補
者といたしました。

２ 林
はやし
　 伸

の ぶ ゆ き
之

（1963年１月26日生）

1995 年１月 当社入社
1997 年３月 当社営業部長
2003 年５月 当社取締役店舗開発部長

（現在に至る）

21,100株

【取締役候補者とした理由】
　同氏は、長きにわたり当社の店舗開発部門において多数の新規出店に
携わり、事業拡大に貢献し、2003年５月より取締役店舗開発部長を務め
ております。店舗開発における高度な専門性と実績、及び当社グループ
全域に通じる知識に精通し、経営全般に関する見識と能力等を総合的に
勘案し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社株式数

３ 松
ま つ し た
下　 徹

とおる

（1964年３月18日生）

1986 年３月 当社入社
2004 年２月 当社取締役営業部長
2005 年４月 当社取締役営業本部長兼営業部長
2010 年12月 当社取締役営業本部長
2013 年２月 当社取締役店舗運営部長
2017 年５月 当社取締役営業部長
2018 年８月 当社取締役店舗運営部長

（現在に至る）

8,100株

【取締役候補者とした理由】
　同氏は、長きにわたり当社の店舗運営面から営業に携わり、2004年２
月より取締役営業部長（現店舗運営部長）を務めております。営業部門
における豊富な経験と営業実績、及び当社グループ全域に通じる知識に
精通し、経営全般に関する見識と能力等を総合的に勘案し取締役候補者
といたしました。

４ 古
こ が
賀　俊

と し か つ
勝

（1964年１月22日生）

2002 年８月 当社入社、経理課長
2006 年４月 当社経理部長
2006 年５月 当社取締役経理部長
2007 年11月 当社取締役管理本部長兼経理部長
2013 年２月 当社取締役経理部長

（現在に至る）

6,400株

【取締役候補者とした理由】
　同氏は、長きにわたり経理・財務部門に携わり、2006年５月より取締
役経理部長を務めております。経理・財務に関する高度な専門性と豊富
な経験、経営全般に関する見識と能力等を総合的に勘案し、取締役候補
者といたしました。

５ 西
に し お か
岡　志

し ろ う
朗

（1962年２月７日生）

2009 年１月 当社入社、総務部長
2010 年５月 当社取締役総務部長

（現在に至る）
1,700株

【取締役候補者とした理由】
　同氏は、長きにわたり総務・法務・人事を中心とする管理部門に携わ
り、2010年５月より取締役総務部長を務めております。管理部門全域に
通じる知識に精通し、豊富な経験及び経営全般に関する見識と能力等を
総合的に勘案し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社株式数

６ 大
お お も り
森　貴

た か し
志

（1961年４月24日生）

1994 年７月 当社入社
2013 年２月 当社商品部長
2013 年５月 当社取締役商品部長
2018 年８月 当社取締役営業企画部長

（現在に至る）

46,500株

【取締役候補者とした理由】
　同氏は、長きにわたり当社の営業部門、内部監査部門等に携わり、
2013年５月に取締役商品部長に就任し、2018年８月より取締役営業企
画部長を務めております。商品戦略、営業戦略の両面における会社業績
への貢献、経営全般に関する見識と能力等を総合的に勘案し、取締役候
補者といたしました。

７ 伊
い べ
部　己代二

み よ じ

（1953年10月22日生）

1976 年４月 株式会社三和銀行（現株式会社三
菱UFJ銀行）入行

2004 年１月 UFJモーゲージサービス株式会社
（現エム・ユー不動産調査株式会
社）取締役大阪支社長

2008 年５月 株式会社エーアイテイー取締役
2014 年５月 同社 顧問
2015 年２月 同社 顧問退任
2015 年５月 当社取締役

（現在に至る）

1,000株

【社外取締役候補者とした理由】
　同氏は、長きにわたり金融機関に在籍した経験から、財務及び会計に
関する高度な知識を有しております。また、取締役として経営全般に携
わった豊富な経験から、経営管理に精通しており、当社では、2015年５
月より社外取締役を務めております。中立的・客観的な視点から、引き
続き有効な助言をいただけると考え、社外取締役候補者といたしました。
　なお、同氏の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもっ
て４年となります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社株式数

８ 稻
い な だ
田　增

ま す み つ
光

（1948年10月30日生）

1972 年４月 公認会計士稲田会計事務所入所
2011 年５月 中塚賢税理士事務所副所長
2012 年１月 税理士登録
2017 年５月 当社取締役

（現在に至る）
（重要な兼職の状況）
中塚賢税理士事務所副所長

―

【社外取締役候補者とした理由及び社外取締役として職務を適切に遂行
できると当社が判断した理由】
　同氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、他社の経営
指導をするなど、税理士として培われた豊富な経験と、企業会計、税務
に関する高度な専門知識を有しており、当社の経営全般に関し、有用な
助言及び提言をいただけるものと考え、社外取締役候補者といたしまし
た。
　なお、同氏の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもっ
て２年となります。

　

（注）１．各候補者と当社との間には、いずれも特別の利害関係はありません。
２．愛三希（北京）自転車商貿有限公司は、2010年３月に当社が中華人民共和国独資会社として設立した子会社であります。
３．伊部己代二、稻田增光の両氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に定める社外取締役候補者であります。
なお、当社は、伊部己代二、稻田增光の両氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出
ております。

４. 当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、伊部己代二、稻田增光の両氏との間において、会社法第423条第１項に定
める賠償責任の限度額を、職務を行なうにつき善意でかつ重大な過失がないときに限り会社法第425条第１項各号に定める
金額の合計額とする旨の責任限定契約を締結しております。なお、本議案が承認可決され、両氏が再任された場合、引き
続き上記責任限定契約を継続する予定であります。

５. 業務執行取締役については、事業内容や業務等に精通し、十分な知識・経験・能力を持っていること、社外取締役について
は、会社経営や高度専門職における豊富な経験と高い見識を有し、一般株主と利益相反の生じるおそれのないことを取締
役候補者決定の方針としており、経営会議での審議を経て取締役会に提案し決定しております。
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【ご参考】当社の「社外役員の独立性基準」
当社は、当社の適正なガバナンスにとって必要な客観性と透明性を確保するために、社外
役員（社外取締役及び社外監査役）の独立性基準を以下のとおり定め、社外役員が次の項目
のいずれにも該当しないと判断される場合に、独立性を有しているものと判断しておりま
す。
①当社及び当社の関係会社（以下、併せて「当社グループ」という。）の業務執行者（注
　１）又は過去１０年間（但し、その就任の前１０年間のいずれかの時において当社の非
　業務執行取締役、監査役又は会計参与であったことのある者にあっては、それらの役職
　への就任前１０年間）において当社の業務執行者であった者
②当社グループを主要な取引先とする者（注２）又はその業務執行者
③当社グループの主要な取引先（注３）又はその業務執行者
④当社グループの主要株主（総議決権の１０％以上の議決権を直接又は間接的に保有して
　いる者）又はその業務執行者
⑤当社グループが総議決権の１０％以上の議決権を直接又は間接的に保有している者又は
　その業務執行者
⑥当社グループの会計監査人である監査法人に属する者
⑦当社グループから役員報酬以外に多額の金銭その他財産（注４）を得ているコンサルタ
　ント、弁護士、司法書士、公認会計士、税理士等の専門家
⑧当社グループから多額の寄付又は助成を受けている者（注５）
⑨近親者（注６）が上記①から⑧までのいずれか（重要な業務執行者（注７）に限る）に
　該当する者
⑩過去３年間において上記②から⑨までのいずれかに該当していた者
⑪前各項の定めにかかわらず、その他、当社と恒常的に実質的な利益相反関係が生じ得る
　特段の事由が存在すると認められる者

（注）１．業務執行者とは、法人その他の団体の取締役、執行役、執行役員、業務を執行する社員、理事、その他これらに準じる
　 者及び使用人等をいう。

２．当社グループを主要な取引先とする者とは、当社グループに対して製品又はサービスを提供している取引先であって、
　 直近事業年度における取引額が当該取引先の年間売上高又は経常収益の２％以上の者をいう。
３．当社グループの主要な取引先とは、当社グループが製品又はサービスを提供している取引先又は当社グループが借入れを
　 行なっている大口債権者等であって、直近事業年度における取引額が、当社グループの年間売上高の２％以上の者をい
　 う。
４．多額の金銭その他財産とは、過去３事業年度の平均で、個人の場合は年間１千万円以上、法人、組合等の場合は、当該
　 団体の連結売上高もしくは総収入の２％以上のことをいう。
５．多額の寄付又は助成を受けている者とは、当社グループから一定額（過去３事業年度の平均で年間１千万円又は当該組織
　 の平均年間総費用の３０％のいずれか大きい額）超える寄付又は助成を受けている者をいう。当該寄付を受けている者が
　 法人、組合等の団体である場合は、当該団体に所属する者のうち、当該寄付に係わる研究、教育その他の活動に直接関与
　 する者をいう。
６．近親者とは、配偶者又は二親等内の親族若しくは同居の親族をいう。
７．重要な業務執行者とは、取締役、執行役、執行役員及び部長格以上の業務執行者又はそれらに準じる権限を有する業務
　 執行者をいう。

以 上
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Ⅰ． 株式会社の現況に関する事項
１．事業の経過及びその成果
当事業年度におけるわが国経済は、米国の通商政策による貿易摩擦の激化などの懸念材料
があり先行き不透明な状況が続くなか、企業収益や雇用状況の改善などにより、緩やかな回
復基調となりました。
自転車業界におきましては、一般用自転車の販売減少が続く一方で、スポーツサイクルや
電動アシスト自転車など、趣向性や快適性を追求した高付加価値商品の販売が好調に推移し
ました。
このような状況のもと、当社におきましては市場動向に対応すべく、中期経営計画「あさ

ひVISION2020-NEXT STAGE-」の実現に向けて、「人間力」「商品力」「店舗力」の向上に
取り組んでまいりました。
人間力の向上では、マイスター制度（社内育成制度）を導入し、店舗での接客応対力、技

術力及び自転車の楽しみ方をお客様に提供するためのライドツアースキルなど各分野におけ
るプロフェッショナルの育成に取り組みました。
商品力の向上では、スポーツサイクルの新しいカテゴリーとして人気の高まる電動アシス
トスポーツサイクル（E-スポーツバイク）や、シニア・シルバー向け商材などの品揃えを強
化することで、多様化するお客様のニーズに対応できるよう新たな商品領域の拡大を進めま
した。
店舗力の向上では、豊富な自転車ラインナップを利用シーン別に展示し、選びやすくお

買い物を楽しめるライフスタイル提案型の売り場構築を進めました。
店舗展開につきましては、関東地域に７店舗、中部地域に１店舗、近畿地域に６店舗、九

州地域に１店舗の計15店舗を出店し、中部地域の１店舗を退店した結果、当期末における
店舗数は、直営449店舗、FC24店舗のあわせて473店舗となりました。
また、お客様の利便性をさらに高めるためのオムニチャネルシステム構築の一環として、
ウェブサイトの刷新とスマートフォンアプリの導入を行ない、お客様が必要とする情報を探
しやすくするとともに、商品・サービスをより迅速かつ的確に提案できる体制を整えまし
た。
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（第44期業績概況）
このような活動の結果、当事業年度におきましては、以下のとおりとなりました。
売 上 高 57,460,540千円 （前期比 7.2％増）
経 常 利 益 4,027,135千円 （前期比 14.8％増）
当 期 純 利 益 2,360,571千円 （前期比 15.1％増）

　なお、当社は単一セグメントのため、セグメント別の記載を省略しております。
　
２．設備投資の状況
　 当事業年度の設備投資につきましては、販売網の拡充を図るため、新たに15店舗を出店
　しました。その結果、設備投資総額は、有形・無形固定資産1,381,236千円、賃貸借契約に
　係る差入保証金387,133千円、総額1,768,369千円となりました。

３．資金調達の状況
　 当事業年度の資金調達につきましては、該当事項はありません。
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４．対処すべき課題
　当面の対処すべき課題及び具体的な取組状況等
今後の当社をとりまく経営環境は、人口減少や高齢化が進むとともに、「モノ」から

「コト」へと消費者の価値観が移り変わりつつあり、「量」を追うだけのビジネスではな
く、「質」を高めていく取り組みが課題となります。
このような状況のもと、当社では、全国展開している店舗網やインターネット通信販売
に加え、シェアサイクル、リユース、サイクルポーターなど様々なサービス体制の充実
や、安全で魅力的な自転車の開発をより一層強化してまいりたいと考えております。さら
にオムニチャネルシステムの実現により、利便性を向上させお客様の購入頻度及び機会の
増大を図ってまいります。
そして、お客様お一人おひとりのより充実した自転車ライフをお手伝いさせていただく
ことで、誰もが安心して、安全に自転車を楽しめる環境を創り上げてまいりたいと考えて
おります。
その実現に向けて、「人間力」「商品力」「店舗力」の向上を対処すべき課題と認識して
おります。
・「人間力」
現場での実践に加え、接客力や技術力及び自転車の楽しみ方をお客様に提供するライド
ツアースキルなどの向上に向けた従業員教育を実施することで、社員一人一人がお客様に
合ったきめ細やかなご提案やサービスを提供できるよう質の高い人材育成に努めます。
　また、ワークライフバランスの推進や採用活動の強化並びに働きやすい職場環境づくり
などの取り組みにより、人材確保を進めてまいります。
・「商品力」
自社商品及び「ルイガノ」「ガノー」「３Ｔ」など海外のスポーツサイクルブランドにお

いて、魅力的な商品開発及びブランド力向上に向けた取り組みを行なってまいります。さ
らに、電動アシストスポーツサイクル（E-スポーツバイク）やシニア・シルバー向け商材
などお客様の新たなニーズを取り入れた商品領域の拡大により、充実した商品展開を進め
てまいります。
・「店舗力」
国内500店舗体制を目指し、未出店エリアやショッピングセンター並びに都心部への新

規出店を進めることで、店舗網の構築を進めるとともにさらなる地域密着度の向上を図っ
てまいります。また、既存店舗につきましては、建替えやリニューアルを順次行ない、新
規フォーマットへの改装及び売り場面積の拡大により店舗の活性化を図ってまいります。
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５．財産及び損益の状況
　

期 別

区 分
第41期

2016年２月期
第42期

2017年２月期
第43期

2018年２月期
第44期

2019年２月期
（当事業年度）

売 上 高（千円） 48,402,097 51,088,896 53,620,515 57,460,540
経 常 利 益（千円） 3,379,448 3,517,817 3,507,275 4,027,135
当 期 純 利 益（千円） 1,968,014 2,165,136 2,051,268 2,360,571
１株当たり当期純利益（円） 75.24 82.77 78.42 90.24
総 資 産（千円） 32,795,252 34,029,562 36,274,135 36,781,171
純 資 産（千円） 20,433,541 22,586,309 24,111,331 26,134,713
１ 株 当 た り 純 資 産 額（円） 781.16 863.46 921.76 999.11

　

（注）１．１株当たり当期純利益及び１株当たり純資産額については、自己株式（82,750株）を控除して計算
しております。

２．１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式総数に基づき、１株当たり純資産額は期末発行済株式
総数に基づき算出しております。

３．当社は、2014年６月19日より「役員報酬BIP信託」を導入しており、当該信託が所有する当社株式
を自己株式として処理しております。これに伴い、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該
自己株式の期中平均株式数は82,400株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株
式数は82,400株であります。
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６．重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況
該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況
該当事項はありません。なお、当社の子会社として愛三希（北京）自転車商貿有限公
司がありますが、子会社の資産、売上高等からみて、連結の範囲から除いてもその企業
集団の財産及び損益の状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性の乏しいもの
として、連結計算書類を作成しておりません。

７．主要な事業内容（2019年２月20日現在）
自転車及びその部品並びに付属品の輸入・輸出・製造・卸・販売
自転車の点検、修理
自転車及びその部品並びに付属品のレンタル業務
インターネットによる通信販売業務
古物の売買並びに輸出入

８．主要な事業所及び店舗（2019年２月20日現在）
① 本 社 大阪市都島区高倉町三丁目11番４号
② 大東町オフィス 大阪市都島区大東町二丁目３番20号
③ 八王子オフィス 東京都八王子市南大沢二丁目214番４号
④ 直 営 店 舗 449店舗

北海道東北エリア （18店舗）
北 海 道 ８店舗 岩 手 県 １店舗 宮 城 県 ６店舗
秋 田 県 １店舗 山 形 県 １店舗 福 島 県 １店舗

関東甲信越エリア（183店舗）
茨 城 県 11店舗 栃 木 県 ６店舗 群 馬 県 ５店舗
埼 玉 県 31店舗 千 葉 県 27店舗 東 京 都 56店舗
神 奈 川 県 34店舗 新 潟 県 ６店舗 山 梨 県 ３店舗
長 野 県 ４店舗

中 部 エ リ ア （61店舗）
富 山 県 ４店舗 石 川 県 ４店舗 福 井 県 ２店舗
岐 阜 県 ３店舗 静 岡 県 14店舗 愛 知 県 31店舗
三 重 県 ３店舗
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近 畿 エ リ ア（105店舗）
滋 賀 県 ５店舗 京 都 府 10店舗 大 阪 府 53店舗
兵 庫 県 29店舗 奈 良 県 ４店舗 和 歌 山 県 ４店舗

中国四国エリア （37店舗）
鳥 取 県 ２店舗 島 根 県 １店舗 岡 山 県 ５店舗
広 島 県 ９店舗 山 口 県 ５店舗 徳 島 県 ３店舗
香 川 県 ４店舗 愛 媛 県 ５店舗 高 知 県 ３店舗

九 州 エ リ ア （45店舗）
福 岡 県 24店舗 佐 賀 県 ２店舗 長 崎 県 １店舗
熊 本 県 ７店舗 大 分 県 ５店舗 宮 崎 県 ５店舗
鹿 児 島 県 １店舗

⑤ インターネット店舗 ３店舗
（通信販売）サイクルベースあさひオンラインショップ

サイクルベースあさひYahoo!店 サイクルベースあさひ楽天市場店
⑥ Ｆ Ｃ 店 舗 　24店舗

愛 知 県 ３店舗 三 重 県 ４店舗 京 都 府 ４店舗
大 阪 府 ７店舗 兵 庫 県 ２店舗 広 島 県 １店舗
大 分 県 １店舗 鹿 児 島 県 ２店舗

⑦ 物 流 倉 庫 　２拠点
（三 重 県）ＡＬＣ西日本（サイクルベースあさひ西日本物流センター）
（埼 玉 県）ＡＬＣ東日本（サイクルベースあさひ東日本物流センター）

⑧ 研 修 施 設 　２拠点
（大 阪 府）西日本研修センター
（埼 玉 県）東日本研修センター
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９．従業員の状況（2019年２月20日現在）
　

従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数
1,491名 64名増 32歳０ヶ月 ６年９ヶ月

　

（注） 従業員数には、使用人兼務取締役５名は含んでおりません。
　
１０．主要な借入先及び借入額（2019年２月20日現在）

　

借 入 先 借 入 額 残 高
株 式 会 社 三 菱 UFJ 銀 行 1,437,500 千円

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 500,000 千円
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Ⅱ． 株式に関する事項（2019年２月20日現在）
（1）発行可能株式総数 96,243,200株
（2）発行済株式の総数 26,240,800株
（3）当事業年度末の株主数 11,781名 （単元未満株主を含む）
（4）上位10名の株主の状況
　

株 主 名 持 株 数 持株比率
下 田 進 3,731,216 株 14.22 ％

下 田 佳 史 3,245,800 12.37
下 田 英 樹 2,042,216 7.78
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信 託 銀 行 株 式 会 社 （信 託 口） 1,504,600 5.73

資 産 管 理 サ ー ビ ス
信託銀行株式会社（信託Ｂ口） 872,600 3.33

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 株 式 会 社 （信 託 口） 815,100 3.11

下 田 忍 783,760 2.99
下 田 富 昭 759,592 2.89
あ さ ひ 従 業 員 持 株 会 664,900 2.53
下 田 勇 人 462,216 1.76

　

（注） 持株比率は自己株式（350株）を控除して計算しております。なお、自己株式には、「役員報酬BIP信
託」導入において設定した、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）所有の当社株式
82,400株を含んでおりません。
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Ⅲ． 会社役員に関する事項
（1）取締役及び監査役の状況（2019年２月20日現在）
　

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 下 田 佳 史 愛三希（北京）自転車商貿有限公司執行董事
兼総経理

取 締 役 林 伸 之 店舗開発部長
取 締 役 松 下 徹 店舗運営部長
取 締 役 古 賀 俊 勝 経理部長
取 締 役 西 岡 志 朗 総務部長
取 締 役 大 森 貴 志 営業企画部長
取 締 役 伊 部 己 代 二
取 締 役 稻 田 增 光 中塚賢税理士事務所副所長
常 勤 監 査 役 西 村 孝 一 愛三希（北京）自転車商貿有限公司監事
監 査 役 北 山 顕 一
監 査 役 神 田 孝 弁護士法人心斎橋パートナーズ代表社員弁護士

　

（注）１．取締役伊部己代二、稻田增光の両氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
２．監査役西村孝一、北山顕一、神田孝の各氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。
３．監査役西村孝一氏は、事業会社において経理部長を歴任するなど、永年にわたる経理部門での勤務
経験を有し、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。

４．愛三希（北京）自転車商貿有限公司は、2010年３月に当社が中華人民共和国独資会社として設立し
た子会社であります。

５．当社は、取締役伊部己代二、稻田增光、監査役西村孝一、北山顕一、神田孝の各氏を東京証券取引
所の有価証券上場規程第436条の２に定める独立役員として同取引所に届け出ております。

６．責任限定契約の内容の概要
当社が定款に基づき社外取締役及び社外監査役の全員と締結した責任限定契約の内容は以下のとお
りであります。
社外取締役及び社外監査役は、本契約締結後、会社法第423条第１項の責任については、取締役及
び監査役の職務を行なうにあたり善意でかつ重大な過失がないときは、法令が定める最低責任限度
額を限度として、限度額を超える部分については責任を負わない。
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（2）当事業年度中の取締役及び監査役の異動
該当事項はありません。

　
（3）取締役及び監査役の報酬等
① 報酬等の決定に関する方針及び手続
取締役及び監査役の報酬は、株主総会の決議により定められた取締役全員及び監査役全

員のそれぞれの報酬総額の最高限度額の範囲内で決定しております。
役員報酬制度は、固定報酬である基本報酬及び業績報酬（各事業年度の業績指標及び役
位に応じて取締役に当社株式が交付される「役員報酬BIP信託」）により構成することとし
ております。
なお、社外取締役を含む非常勤取締役及び監査役は、固定報酬である基本報酬のみとし
ております。
取締役の基本報酬については、取締役会において、担当する職務、責任、業績貢献度等
の要素を基準として検討・審議し、決定しております。
各監査役の基本報酬については、監査役の協議により決定しております。

② 取締役及び監査役の報酬等の総額
　

支給人数 報酬等の額
取 締 役 ８名 88,090千円
監 査 役 ３名 13,960千円
合 計

（うち社外役員）
11名
（５名）

102,050千円
（17,760千円）

　

（注）１．取締役の報酬等の額には、2014年５月17日開催の第39回定時株主総会において承認された当事業
年度における株式報酬引当金の繰入額（取締役６名20,000千円）を含めております。

２．株主総会の決議（2003年５月19日）による取締役報酬の限度額は、年額150,000千円であります。
３．株主総会の決議（2004年５月19日）による監査役報酬の限度額は、年額20,000千円であります。
４．株主総会の決議（2014年５月17日）による取締役（社外取締役は除く）に対する株式報酬等につ
いての会社が拠出する金員の上限は、上記２.とは別枠で連続する５事業年度を対象として150,000
千円であります。

宝印刷株式会社 2019年04月11日 18時03分 $FOLDER; 17ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 18 ―

（4）社外役員に関する事項
① 他の法人等の業務執行者との兼職状況
　

区 分 氏 名 兼職の状況

取 締 役 稻 田 增 光 中塚賢税理士事務所において、副所長として、業務執行を行なっ
ております。

監 査 役 神 田 孝 弁護士法人心斎橋パートナーズにおいて、代表社員弁護士とし
て、業務執行を行なっております。

　

（注）１．中塚賢税理士事務所と当社との間には、資本関係及び取引関係はありません。
　２．弁護士法人心斎橋パートナーズと当社との間には、資本関係及び取引関係はありません。

　
② 主な活動状況

　

　
区 分 氏 名 主な活動状況

取 締 役 伊 部 己代二

当事業年度開催の取締役会19回のうち、全回出席しております。
また毎週１回開催されている経営会議につきましては、48回の
うち、47回出席しております。取締役会及び経営会議において、
事業運営に関する事項、営業活動に関する事項等広範にわたり質
問や意見を述べております。

取 締 役 稻 田 增 光

当事業年度開催の取締役会19回のうち、18回出席しておりま
す。また毎週１回開催されている経営会議につきましては、
48回のうち、42回出席しております。取締役会及び経営会議に
おいて、事業運営に関する事項、営業活動に関する事項等広範に
わたり質問や意見を述べております。

常 勤 監 査 役 西 村 孝 一

当事業年度開催の取締役会19回のうち、全回出席しております。
監査役会につきましては、15回のうち、全回出席しております。
会計監査（監査法人との連携による）と業務監査（取締役の業務
執行状況及び法令遵守状況の確認、各部門の内部統制管理の整備
状況や法令・諸規程の遵守並びに運営状況の確認、また各店舗の
運営・管理状況の確認）を行なっており、当社のコーポレートガ
バナンス体制の構築・維持についての発言を行なっております。
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区 分 氏 名 主な活動状況

監 査 役 北 山 顕 一

当事業年度開催の取締役会19回のうち、全回出席しております。
監査役会につきましては、15回のうち、全回出席しております。
業務監査（取締役の業務執行状況及び法令遵守状況の確認、また
各店舗の運営・管理状況の確認）を行なっており、当社のコンプ
ライアンス体制の構築・維持並びに店舗運営・管理状況について
の発言を行なっております。

監 査 役 神 田 孝

当事業年度開催の取締役会19回のうち、全回出席しております。
監査役会につきましては、15回のうち、全回出席しております。
業務監査（取締役の業務執行状況及び法令遵守状況の確認）を行
なっており、当社のコンプライアンス体制の構築・維持並びに店
舗運営・管理状況についての発言を行なっております。
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Ⅳ． 会計監査人に関する事項
（1）会計監査人の名称 有限責任 あずさ監査法人
　
（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（単位：千円）
　

区 分 支 払 額
① 当社が支払うべき報酬等の額 33,000
② 当社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 33,000

　

（注）１．会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由は、会社法第399条の規定に基づき、前期の
監査実績の分析・評価、当期の監査計画における時間・配員計画及び報酬額の見積り等の相当性を
審議した結果であります。

２．当社と会計監査人との間の監査契約においては、会社法に基づく監査の報酬等と金融商品取引法に
基づく監査の報酬等を明確に区分しておらず、また実質的にも区分できないため、上記の金額には、
金融商品取引法に基づく監査の報酬等の額が含まれています。

　
（3）公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務（非監査業務）の内容

該当事項はありません。
　
（4）会計監査人の解任または不再任の決定の方針

会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当し、解任が相当と認められる場
合には、監査役会は、監査役全員の同意により解任いたします。
上記の場合のほか、会計監査人に適正な監査の遂行に支障をきたす事由が生じたと認めら
れる場合には、監査役会は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任の議案の内
容を決定いたします。
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Ⅴ． 業務の適正を確保するための体制等の整備に関する事項及び運用状況の概要
当社は、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を確保するための体制」につい

て、取締役会において決議しております。その概要は以下のとおりであります。
　
１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況
　
経営理念及び行動指針
経営理念
『私たちは、自転車を通じて世界の人々に貢献できる企業を目指します。その企業目的に
賛同し、参画するすべての人々が、豊かな人生を送れることを目指します。』
この経営理念の下、実践をとおして、企業価値の向上を図ることを経営の基本方針として
います。

　
行動指針
お客様満足度の向上：常にお客様の立場に立って考え、行動します。

感謝の気持ち、誠意ある態度が基本です。
安 全 性 の 追 求：安全かつ信頼性の高い魅力ある商品を適正な価格で提供します。
常 な る 革 新：熱意をもって、常に自ら革新に努めます。
法 規 の 遵 守：適法、公正にして社会規範に則した行動をとります。

　
当社及び子会社は、経営理念の実現に向けて、上記の行動指針をすべての役員と使用人が業
務執行の基本方針とするとともに、適正な業務執行のための内部統制システムを構築・整備・
運用しております。

　
そして、業務の適法性・効率性の確保と危機管理に努め、さらにこの内部統制システムの整
備を図るため、環境の変化に柔軟に対応し、適切に改善・充実を行なってまいります。
　
（1）取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

当社及び子会社は、経営理念、行動指針を日常の事業活動の指針とするとともに、代表取
締役がその精神を取締役及び使用人に継続的に伝達し、取締役は、社会規範・法令遵守を率
先垂範することにより社会の構成員としての倫理観、価値観に基づき誠実に行動することを
浸透させ徹底を図っております。
取締役会は法令・定款・諸規程に基づいた取締役の業務執行の監督を行ない、取締役は相
互の業務執行を監視し、また、監査役は法令に定める権限により、規則・基準に基づき監査
を実施しております。
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（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
情報及び文書の取扱いに関して、取締役の業務執行に関わる内容を含め、適切かつ確実な
状態で記録し、稟議規程、内部情報管理規程、文書管理規程、個人情報保護管理規程及びマ
ニュアルに基づき、法令・定款に則した期間と内容を設定し、保存・管理を行なっておりま
す。
また、これら保存・管理された文書・情報はデータとして検索が可能であり、閲覧の容易
性を確保しております。
管理の運用・手続き及び体制については、監査役による取締役の業務執行状況の監査、及
び内部監査部門による内部監査の実施により必要に応じて改善措置を行なっております。

　
（3）損失の危険の管理に関する規程その他の体制

法令遵守、環境・気象条件、災害、品質・生産管理、情報管理、及び為替・輸入管理など
に係る損失の危険については、それぞれの担当部門にて、規程・要領の制定、研修会などの
開催又は派遣、マニュアルの作成・配布と周知徹底により損失危険の軽減と事態発生の予防
安全対策を行なっており、各部門を横断する損失の危険につながる事案については総務部が
担当、監視しております。

　
（4）取締役の職務の執行が効率的に行なわれることを確保するための体制

将来の事業展開構想と経営目標に基づき、経営方針を定め３事業年度を期間とする中期経
営計画を策定し、予算委員会が同計画の下、毎期当初に部門ごとの業績目標と予算を立案
し、取締役会において承認・実施しております。
部門担当取締役は、目標達成・重点事項推進のため実施すべき内容を具体的・効率的な施
策として計画・実施し、月次業績データを取締役会に報告しております。
取締役会は、予算差異について要因分析と必要な対策を求め、継続的な改善がより合理
的・効率的な業務遂行体制の維持と目標達成につながるよう図っております。
また、当社の経営理念・計画が投資家を始め多くの利害関係者の理解を得ることが事業の
推進・運営にとってより効率的に作用すると考えているため、代表取締役社長が情報開示を
統括し、適時・適切な情報開示を実施するとともに、自ら説明会等における発表を務めてお
ります。

　
（5）使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

内部監査業務のみを行なう社長直轄の内部監査部門を設置し、全部署を対象として計画的
に実施する内部監査を通じて、会社の業務実施状況の実態を把握し、すべての業務が法令・
定款及び社内諸規程に準拠して適正・妥当かつ合理的に行なわれているか、また、会社の制
度・組織・諸規程が適正・妥当であるかを公正・不偏に調査・検討しております。
また、監査過程において発見された事項をまとめ、監査報告書及び改善指示書として監査

結果を社長に報告し、対象部門に改善指示を通知、後日確認監査を行なうことにより、会社
の財産の保全並びに経営効率の向上に努め、業務を行なっております。
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（6）企業集団における業務の適正を確保するための体制
当社及び子会社は、実効性のある内部統制システムを構築するとともに、担当取締役から

定期的な財務報告を受け、業務の適正を確保する体制としております。
また、各部門の業務に関して責任を負う取締役を任命し、法令遵守体制、効率運営体制、

損失又は危機管理体制を構築する責任と権限を与えております。なお、各部門は業務分掌規
程、職務権限規程を始め社内規程により運営されており、担当取締役は取締役会においてこ
れら業務の執行状況について報告する義務を負っております。
内部監査部門は、当社及び子会社における業務が法令、社内の規程等に基づいて、適正か

つ効率的に行なわれていることを評価、モニタリングいたします。
　
（7）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関す
る事項
現在、監査役を補助すべき使用人は置いておりませんが、必要に応じ、監査役の職務を補
助するための使用人を置くことといたします。
監査役の職務を補助する使用人の任命・異動については監査役全員の同意の下、取締役と
意見交換した上で決定いたします。

　
（8）監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項及びその使用人に対
する指示の実効性の確保に関する事項
監査役の補助を指名された使用人が監査役を補助すべき期間中は、その使用人への指揮権
は監査役に委譲され、任命、解任、評価、人事異動、賃金の改定等の人事権に関しても、監
査役会の同意を得た上で決定することとし、取締役からの指揮命令を受けない形で独立性を
確保しております。また、「監査役監査基準」により、その使用人に対する指示の実効性を
確保しております。

　
（9）取締役及び使用人並びに子会社の取締役等から報告を受けた者が監査役に報告するための
体制
当社及び子会社の取締役及び使用人は、業務又は業績の重要な事項について監査役に報告

を行なっております。また、業務の執行に関する法令違反及び不正行為の事実、又は当社及
び子会社に損害を及ぼす事実を知ったときは、遅滞なく報告するものとしており、監査役に
報告を行なったことを理由として当該報告者が不利な取扱いを受けないよう、社内規程を制
定し当該報告者を保護しております。また、報告を行なったことを理由として、当該報告者
が不利な取扱いを受けていることが判明した場合には、社内規程により、不利な取扱いを除
去するため速やかに適切な措置をとります。
監査役は重要な意思決定の過程や業務の執行状況を把握するため、取締役会及び経営会議
等重要会議に出席し、経営上の重要情報について報告と説明を受けており、重要な議事録、
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稟議書の回付、さらに必要に応じて稟議書類等業務執行に係る重要な文書を閲覧し、取締役
及び使用人に説明を求めております。
また、取締役は、財務報告の適正性及び定款・法令遵守状況等について、職務執行を誓約
し、業務執行確認書を監査役会に提出いたします。

　
（10）監査役の職務執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職務について生

ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査役は、監査費用の支出にあたっては「監査役監査基準」により、その効率性及び適正
性に留意し、職務執行上必要と認められる費用について予算を提出しております。また、緊
急又は臨時に支出した費用及び交通費等の少額費用については、事後、会社に償還を請求す
ることができるものとなっております。

　
（11）その他監査役の監査が実効的に行なわれることを確保するための体制

監査役会は、常勤監査役１名と非常勤監査役２名で構成され、全員社外監査役でありま
す。月１回以上監査役会を開催し、報告及び重要事項について協議しております。また、定
期的に代表取締役社長と会合し、監査上の重要課題等について意見及び情報の交換を行なっ
ております。
また、「監査役会規則」及び「監査役監査基準」に基づく独立性と権限により、監査役は
合理的、効率的な業務監査を行なうため、取締役会、経営会議等重要会議に出席し、取締役
の職務執行状況を確認するとともに、内部監査部門との内部監査計画の協議、意見交換を行
なうなど密接な情報交換と連携を図っており、会計監査人とも緊密な連携を保つことにより
実効性を確保するとともに自らの監査成果の達成を図っております。

　
（12）財務報告の信頼性を確保するための体制

当社は財務情報及び非財務情報の報告の信頼性確保及び金融庁より2006年６月に公布さ
れた金融商品取引法第24条の４の４に規定する内部統制報告書の有効かつ適切な提出のた
め、代表取締役社長の指示の下、内部統制システムの構築を行なう内部統制部会を設置し、
整備、運用状況などの検証を行ないます。内部統制部会は使用人に対して、制度及び業務プ
ロセスにおける統制が財務報告の信頼性確保を目的とした活動であることを教育・研修によ
り周知徹底します。また、内部統制部会は当社の内部統制全般を検討し、内部統制上の不備
の発見、不足又は懸念の事象については取締役会及び監査役会に報告するとともに対策を行
なっております。
取締役会は財務報告とその内部統制を監視し、代表取締役社長は、法令に基づき、財務報

告とその内部体制の整備運用状況及び統制システムが適正に機能することを継続的に評価す
るとともに、必要な改善により適合性を確保します。
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２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況
　
基本方針
すべての役員及び使用人が社会秩序及び社会と個人の安全に脅威を与える反社会的勢力との
一切の関係を持たないことを掲げ、組織的対応により毅然とした態度で臨むことを基本方針と
しております。

　
整備活動
① 上記方針に基づき反社会的勢力の関与活動を拒絶するため、同勢力への対応要領を整備
し、内部統制システムに組み込んでおります。
② また、不当な要求・圧力や脅迫等があった場合の社内経路と役割分担を定め、情報の共有
を図り組織的に対応することとしております。
③ 反社会的勢力の排除とともに、当社役員及び使用人の違法行為、反社会的行為にも厳正な
姿勢と対応で臨んでおります。
④ 外部専門機関との連携体制の構築を図っております。
　
３．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　

当社は、事業活動の指針となる経営理念及び行動指針について、経営者自らが社内報、各
種会議、研修の機会を通じて継続的に伝達することで、取締役及び従業員への浸透を図って
おります。
内部統制については、内部統制システムの構築を行う内部統制部会を担当取締役及び監査
役出席の下、当期においては計５回開催しました。評価範囲を定め、内部監査部門を中心と
して整備・運用状況評価を行ない、発見された問題点は内部統制部会を通じて担当取締役及
び監査役へ報告を行なうとともに、是正に向けて速やかに指導することで改善を図っており
ます。
また、内部監査部門による内部監査において発見された事項をまとめ、監査報告書又は改
善指示書として監査結果を代表取締役社長に報告するとともに、改善確認が必要な事案に関
しては後日改善確認を行なうことにより、会社の財産の保全並びに経営効率の向上に努めて
おります。
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Ⅵ． 剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要課題と考えており、安定的な財務体
質の確立、企業価値の向上に努め、将来の成長に備えて内部留保を図ると同時に、株主の皆
様へ継続的に配当を行うことを基本方針としております。
剰余金の配当は、期末配当の年１回としており、配当の決定機関は、株主総会でありま
す。内部留保資金につきましては、店舗の新設及び改装等将来の利益に貢献する投資資金に
充てると同時に、より一層の財務体質の強化、今後の事業活動の充実、拡大に有効投資して
まいりたいと考えております。
当事業年度は、この基本方針及び本年４月に創業70周年を迎えたことなどを総合的に勘
案し、１株当たり期末配当額を当初予想の14円00銭について普通配当２円00銭を増配する
とともに、創業70周年記念として記念配当２円00銭を実施し、合計18円00銭とさせてい
ただきたいと存じます。
なお、当社は中間配当を行うことができる旨を定款に定めております。中間配当の決定機
関は、取締役会であります。
次期の配当金につきましては、利益配分に関する基本方針に基づき、１株当たり16円00

銭を予定しております。
　
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注）１．本事業報告に記載の金額は、表示単位未満の端数を切り捨て、比率については表示単位未満の端数

を四捨五入して、それぞれ表示しております。
２．記載金額には消費税等は含まれておりません。
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（単位：千円）
　

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 17,050,557 流 動 負 債 9,424,083
現 金 及 び 預 金 2,890,106 買 掛 金 2,698,253
売 掛 金 1,841,490 短 期 借 入 金 1,500,000
商 品 10,244,525 １年内返済予定の長期借入金 250,000
未 着 商 品 775,616 未 払 金 577,153
貯 蔵 品 82,404 未 払 費 用 1,329,257
未 収 入 金 218,930 未 払 法 人 税 等 1,061,566
前 払 費 用 339,349 未 払 消 費 税 等 546,350
繰 延 税 金 資 産 503,379 前 受 金 358,766
そ の 他 155,713 預 り 金 116,421
貸 倒 引 当 金 △960 前 受 収 益 3,625

固 定 資 産 19,730,614 為 替 予 約 15,866
有形固定資産 12,406,619 賞 与 引 当 金 787,542
建 物 8,464,756 株 主 優 待 引 当 金 97,055
構 築 物 360,442 商 品 保 証 引 当 金 80,721
機 械 及 び 装 置 29,495 そ の 他 1,502
車 両 運 搬 具 2,715 固 定 負 債 1,222,374
工具、器具及び備品 329,275 長 期 借 入 金 187,500
土 地 3,020,753 株 式 報 酬 引 当 金 104,000
建 設 仮 勘 定 199,179 商 品 保 証 引 当 金 25,960
無形固定資産 407,514 資 産 除 去 債 務 535,812
ソ フ ト ウ エ ア 379,841 そ の 他 369,101
そ の 他 27,672 負 債 合 計 10,646,458
投資その他の資産 6,916,480 （純 資 産 の 部）
関 係 会 社 出 資 金 91,083 株 主 資 本 26,140,889
従業員に対する長期貸付金 1,396 資 本 金 2,061,356
長 期 未 収 入 金 7,645 資 本 剰 余 金 2,165,171
長 期 前 払 費 用 585,457 資 本 準 備 金 2,165,171
差 入 保 証 金 4,719,315 利 益 剰 余 金 22,034,749
建 設 協 力 金 1,331,159 利 益 準 備 金 18,688
繰 延 税 金 資 産 119,752 そ の他利益剰余金 22,016,061
投 資 不 動 産 51,516 特 別 償 却 準 備 金 703,453
そ の 他 16,798 別 途 積 立 金 18,090,000
貸 倒 引 当 金 △7,645 繰 越 利 益 剰 余 金 3,222,607

自 己 株 式 △120,387
評価・換算差額等 △6,176
繰延ヘッジ損益 △6,176
純 資 産 合 計 26,134,713

資 産 合 計 36,781,171 負 債 ・ 純 資 産 合 計 36,781,171
　

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書（2018年２月21日から2019年２月20日まで）
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（単位：千円）
　

科 目 金 額
売 上 高 57,460,540
売 上 原 価 28,569,031
売 上 総 利 益 28,891,508
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 24,975,668
営 業 利 益 3,915,840
営 業 外 収 益
受 取 利 息 53,397
受 取 家 賃 105,051
受 取 補 償 金 13,264
そ の 他 57,890 229,604

営 業 外 費 用
支 払 利 息 3,391
為 替 差 損 7,883
不 動 産 賃 貸 原 価 87,424
そ の 他 19,610 118,309
経 常 利 益 4,027,135
特 別 損 失
固 定 資 産 除 売 却 損 9,351
減 損 損 失 335,052
店 舗 閉 鎖 損 失 4,080 348,484
税 引 前 当 期 純 利 益 3,678,651
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,579,000
法 人 税 等 調 整 額 △260,919
当 期 純 利 益 2,360,571

　

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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（単位：千円）
　

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合 計資本準備金資本剰余金合計 利益準備金

その他利益剰余金 利 益
剰余金
合 計特別償却準備金 別途積立金 繰越利益

剰 余 金
当期首残高 2,061,356 2,165,171 2,165,171 18,688 889,006 16,090,000 3,043,849 20,041,544 △120,387 24,147,684

当期変動額
剰余金の配当 △367,366 △367,366 △367,366

特別償却準備金の取崩 △185,552 185,552 ― ―

当期純利益 2,360,571 2,360,571 2,360,571

別途積立金の積立 2,000,000 △2,000,000 ― ―
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― ― △185,552 2,000,000 178,757 1,993,204 ― 1,993,204

当期末残高 2,061,356 2,165,171 2,165,171 18,688 703,453 18,090,000 3,222,607 22,034,749 △120,387 26,140,889

　
評価・換算差額等

純資産合計繰延ヘッジ
損 益

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △36,353 △36,353 24,111,331

当期変動額
剰余金の配当 △367,366

特別償却準備金の取崩 ―

当期純利益 2,360,571

別途積立金の積立 ―

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） 30,176 30,176 30,176

当期変動額合計 30,176 30,176 2,023,381

当期末残高 △6,176 △6,176 26,134,713
　

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．有価証券の評価基準及び評価方法

関 係 会 社 出 資 金 移動平均法による原価法によっております。
２．デリバティブ等の評価基準及び評価方法

時価法
３．たな卸資産の評価基準及び評価方法

商 品 総平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
未 着 商 品 個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
貯 蔵 品 総平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

４．固定資産の減価償却の方法
有 形 固 定 資 産 建物（建物附属設備は除く）

ａ）1998年３月31日以前に取得したもの
定率法によっております。

ｂ）1998年４月１日以降に取得したもの
定額法によっております。

ｃ）事業用定期借地権が設定されている借地上の建物
借地契約期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっておりま
す。
なお、1998年３月31日以前に取得したものはありません。
建物以外
定率法によっております。
ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備、構築物については、

定額法によっております。
主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 ８～50年
工具、器具及び備品 ２～20年

無 形 固 定 資 産 定額法によっております。
なお、償却年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によって
おります。
ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期
間（５年）に基づく定額法によっております。
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投 資 不 動 産 建物（建物附属設備は除く）
定額法によっております。
建物以外
定率法によっております。
主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 10～20年

５．引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不
能見込額を計上しております。

賞 与 引 当 金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当事業
年度負担額を計上しております。

株 主 優 待 引 当 金 将来の株主優待券の利用による費用の発生に備えるため、株主優待券の利用
実績率に基づいて、翌事業年度以降に発生すると見込まれる額を計上しており
ます。

株 式 報 酬 引 当 金 取締役に対する株式報酬に充てるため、当事業年度における業績指標及び役
位に応じて付与されたポイント数に基づき将来支給する役員報酬見積額を計上
しております。

商 品 保 証 引 当 金 商品の保証サービスに係る将来発生すると見込まれる費用の支出に備えるた
め、過去の実績率に基づき発生見込額を計上しております。

６．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
（1）ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理を採用しております。
　① ヘッジ手段と

ヘ ッ ジ 対 象
ヘッジ手段…為替予約取引
ヘッジ対象…外貨建金銭債務及び外貨建予定取引

　② ヘッジ方針等 外貨建金銭債務及び外貨建予定取引の為替リスクの低減を目的とし当該取引
を行なうにあたっては、当社の内部規程である「金融派生商品取引管理規程」
に基づいております。

　③ ヘッジ有効性
評 価 の 方 法

ヘッジ手段とヘッジ対象が同一通貨、同一金額であることなどから、為替相
場の変動によるキャッシュ・フロー変動を完全に相殺するものと想定されるた
め、有効性の評価を省略しております。

（2）消費税等の処理方法 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式を採用しております。

宝印刷株式会社 2019年04月11日 18時03分 $FOLDER; 31ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

― 32 ―

（会計上の見積りの変更）
　（資産除去債務の見積りの変更)

当事業年度において、当社の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務につい
て、退店等による新たな情報の入手に伴い、店舗の退去時に必要とされる原状回復費用に関して見積りの変更
を行ないました。
見積りの変更による増加額106,502千円を当事業年度の資産除去債務残高に加算しております。
なお、当該見積りの変更は当事業年度末において行なったため、当事業年度の損益に与える影響はありませ
ん。
　

（貸借対照表に関する注記）
有形固定資産の減価償却累計額 10,148,476千円
投資不動産の減価償却累計額 59,610千円
減価償却累計額には減損損失累計額が含まれております。

　
（損益計算書に関する注記）
１．期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれて
おります。 128,668千円

２．固定資産除売却損
固定資産除売却損の内訳は次のとおりであります。
建物 6,022千円
構築物 14千円
工具、器具及び備品 571千円
ソフトウェア 2,714千円
長期前払費用 28千円
計 9,351千円
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３．減損損失
当事業年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

　

用 途 場 所 種 類

営業店舗 大阪府他 建物、構築物、工具、器具及び備
品

　

当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本単位として資産のグルーピングを行な
っております。その結果、営業活動から生じる損益が継続してマイナスである資産グループ及び閉店等の意
思決定を行なった店舗について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（335,052千
円）として特別損失に計上しております。減損損失の内訳は次のとおりであります。
建物 312,322千円
構築物 12,897千円
工具、器具及び備品 9,832千円
計 335,052千円
なお、資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づく使
用価値がマイナスであるものは回収可能価額を零として評価し、それ以外については将来キャッシュ・フロ
ーが見積値から乖離するリスクを当該見積りに反映させており、将来キャッシュ・フローを主に0.29％で割
引いて算定しております。

４．店舗閉鎖損失
退店に伴う店舗の賃貸借契約違約金について、店舗閉鎖損失として4,080千円を特別損失に計上しておりま

す。
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（株主資本等変動計算書に関する注記）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項
　

当事業年度期首
株式数

当事業年度増加
株式数

当事業年度減少
株式数

当事業年度末
株式数

発行済株式
　普通株式（株） 26,240,800 ― ― 26,240,800
自己株式
　普通株式（株） 82,750 ― ― 82,750

　

（注） 当社は、2014年６月19日より「役員報酬BIP信託」を導入しております。当事業年度末の自己株式数
には、当該信託が所有する当社株式82,400株を含めております。

２．配当に関する事項
（1）配当金支払額
　

決議 株式の種類 配当金の総額
（円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2018年５月12日
定時株主総会 普通株式 367,366,300 14.00 2018年２月20日 2018年５月14日

　

（注）「配当金の総額」には、この配当金の基準日である2018年２月20日現在で役員報酬BIP信託が所有する
当社株式82,400株に対する配当金1,153千円が含まれております。

（2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの
2019年５月18日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案して
おります。
① 配当金の総額 472,328,100円
② １株当たり配当額 18円
③ 基準日 2019 年２月20日
④ 効力発生日 2019 年５月20日
なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。

（注）「配当金の総額」には、この配当金の基準日である2019年２月20日現在で役員報酬BIP信託が所有する
当社株式82,400株に対する配当金1,483千円が含まれております。
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（税効果会計に関する注記）
１．繰延税金資産の発生の主な原因は、以下のとおりであります。
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
（繰延税金資産）
賞与引当金 240,200千円
未払事業税 73,730千円
未払社会保険料 66,846千円
減価償却超過額 315,190千円
未払役員退職慰労金 27,742千円
株式報酬引当金 26,846千円
株主優待引当金 29,601千円
商品保証引当金 32,532千円
差入保証金 67,672千円
建設協力金 53,894千円
資産除去債務 163,315千円
貸倒引当金 2,622千円
繰延ヘッジ損益 2,710千円
その他 87,162千円
繰延税金資産合計 1,190,071千円

（繰延税金負債）
長期前払費用 161,009千円
資産除去債務に伴う除去費用 98,675千円
特別償却準備金 307,253千円
繰延税金負債合計 566,939千円
差引：繰延税金資産の純額 623,132千円

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳
法定実効税率 30.7％
（調整）
住民税均等割 4.6％
交際費等永久に損金に算入されない項目 0.3％
その他 0.2％
税効果会計適用後の法人税等の負担率 35.8％
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針
　当社の金融商品に対する取組は、資金運用は短期的な預金等に限定し、資金調達については、銀行借入等
による方針であります。
　デリバティブ取引は、後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行なわない方針で
あります。

（2）金融商品の内容及びリスク
　営業債権である売掛金は、クレジットカード売上に関してクレジットカード会社、商品供給売上に関して
取引先の信用リスクに晒されております。
　差入保証金及び建設協力金は、店舗の賃貸借契約によるものであり、貸主の信用リスクに晒されておりま
す。
　短期借入金は、主に短期的な運転資金の調達を目的としたものであります。
　長期借入金は、主に設備投資に必要な資金調達を目的としたものであり、償還日は、決算日後、最長２年
で固定金利であります。
　営業債務である買掛金、未払金、未払費用、未払法人税等は、そのほとんどが１年以内の支払期日であ
り、その決済時において、流動性リスクに晒されております。
　デリバティブ取引は、外貨建取引に係る為替変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした為替予約取引で
あり、為替変動リスクに晒されております。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
　当社は、「債権管理規程」に従い、売掛金、差入保証金、建設協力金について、担当部署が主要な取引先
の状況を定期的にモニタリングし、取引相手先ごとに期日及び残高の管理を行なうとともに、財務状況等の
悪化等による回収遅延のおそれのあるときは、担当部署が速やかに適切に処理を行なっております。
②市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　デリバティブ取引の実行及び管理については「金融派生商品取引管理規程」に従い、決裁担当者の承認を
得て行なっております。
　また取締役会に対して、定期的な運用状況の報告がなされております。
③資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
　当社は、各部署からの報告に基づき、経理部が毎月資金繰計画を作成・更新し、手許流動性を維持するこ
となどにより、流動性リスクを管理しております。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が
含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用す
ることにより、当該価額が変動することもあります。また、デリバティブ取引に関する契約額等について
は、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。
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２．金融商品の時価等に関する事項
　2019年２月20日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。
　なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表に含めておりません（（注）２．を参照
ください）。

　

貸借対照表計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）

（1）現金及び預金 2,890,106 2,890,106 ―
（2）売掛金 1,841,490 1,841,490 ―
（3）差入保証金 1,601,585 1,733,455 131,869
（4）建設協力金 1,331,159 1,468,415 137,255

資産計 7,664,341 7,933,466 269,124
（1）買掛金 2,698,253 2,698,253 ―
（2）短期借入金 1,500,000 1,500,000 ―
（3）長期借入金(※１) 437,500 437,500 0
（4）未払金 577,153 577,153 ―
（5）未払費用 1,329,257 1,329,257 ―
（6）未払法人税等 1,061,566 1,061,566 ―

負債計 7,603,731 7,603,732 0
デリバティブ取引（※２）
①ヘッジ会計が適用されていないもの ― ― ―
②ヘッジ会計が適用されているもの △15,866 △15,866 ―
※１ １年以内に返済予定の長期借入金を含めております。
※２ デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。
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（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
資産
（1）現金及び預金、（2）売掛金
　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額によ
っております。

（3）差入保証金、（4）建設協力金
　これらの時価は、将来キャッシュ・フローを残存期間に対応する国債の利回りで割り引いた現在
価値によっております。
　なお、これらのうち、契約によりキャッシュ・フローが確定している差入保証金に含まれている
差入預託保証金（返済期限の定めのあるもの）及び建設協力金以外については、次頁（注）２．の
とおり、時価を算定することが極めて困難であるため、時価が確定できる差入預託保証金（返済期
限の定めのあるもの）、建設協力金についてのみ帳簿価額及び時価を記載しております。

負債
（1）買掛金、（2）短期借入金、（4）未払金、（5）未払費用、（6）未払法人税等
　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額によ
っております。

（3）長期借入金
　時価は、元利金の合計金額を、新規に同様の借入を行なった場合に想定される利率で割り引いた
現在価値により算定しております。

デリバティブ取引
①ヘッジ会計が適用されていないもの
該当事項はありません。
②ヘッジ会計が適用されているもの
通貨関連

　

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象 契約額等
（千円）

契約額等の
うち１年超
（千円）

時価
（千円）

原則的処理方法
為替予約取引
買建
　人民元

外貨建予定取引 4,821,980 ― （注）
△15,866

（注）時価の算出方法は取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。
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（注）２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
　

貸借対照表計上額
（千円）

差入保証金 3,117,730

（注）１．の資産（3）の差入預託保証金（返済期限の定めのあるもの）を除き、市場価格もなくまた賃貸借契約
における退去までの期間を算定することは困難であることから、キャッシュ・フローを合理的に見積ることがで
きず、時価を算定することが極めて困難であるため、時価開示の対象としておりません。
　
（注）３．金銭債権の決算日後の償還予定額

　

１年以内
（千円）

１年超５年以内
（千円）

５年超10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 2,890,106 ― ― ―
売掛金 1,841,490 ― ― ―
差入保証金 93,703 382,819 433,288 691,774
建設協力金 126,477 452,535 483,876 268,270
　
（注）４．長期借入金の決算日後の返済予定額

　

１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
（千円）

４年超５年以内
（千円）

長期借入金 187,500 ― ― ―
　
（持分法損益等に関する注記）
　当社は関連会社がありませんので、該当事項はありません。
　
（関連当事者との取引に関する注記）
該当事項はありません。
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（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 999円11銭
２．１株当たり当期純利益 90円24銭
（注） 算定上の基礎

１．１株当たり純資産額
　

貸借対照表の純資産の部の合計額（千円） 26,134,713
普通株式に係る純資産額（千円） 26,134,713
貸借対照表の純資産の部の合計額と１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式に係る事業年度末の純資産額との差額の主な内訳（千円） ―

普通株式の発行済株式数（株） 26,240,800
普通株式の自己株式数（株） 82,750
１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数（株） 26,158,050

　
２．１株当たり当期純利益

　

損益計算書上の当期純利益（千円） 2,360,571
普通株主に帰属しない金額（千円） ―
普通株式に係る当期純利益（千円） 2,360,571
期中平均株式数（株） 26,158,050
　
１株当たり情報の算定において、役員報酬BIP信託が所有する当社株式を自己株式として処理していること
から、期末株式数及び期中平均株式数から当該株式数を控除しております。
なお、当事業年度において当該信託が所有する期末自己株式数及び期中平均株式数は82,400株であります。
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独立監査人の監査報告書
2019年４月１日

株式会社あさひ
　取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 近 藤 康 仁 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 花 谷 徳 雄 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社あさひの2018年２月21日
から2019年２月20日までの第44期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類
及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽
表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部
統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附

属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認め
られる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細
書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに
基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための
手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附
属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制
の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、
状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に
関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに
経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討
することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況を
すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。
以 上
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監 査 報 告 書
当監査役会は、平成30年２月21日から平成31年２月20日までの第44期事業年度の取締役の職務
の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議のうえ、本監査報告書を作成し、以
下のとおり報告いたします。

１．監査役および監査役会の監査の方法およびその内容
（1）監査役会は、監査の方針、監査計画および職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状
況および結果について報告を受けるほか、取締役等および会計監査人からその職務の執行状況に
ついて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査基準、監査の方針、監査計画および職務の分担等
に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集および監査の環
境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。
① 取締役会その他重要な会議に出席するほか、取締役、内部監査部門その他の使用人等からその
職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、適宜意見を述べるほか、決裁
書類その他重要な書類を閲覧し、本社および主要な店舗において業務および財産の状況を調査
いたしました。また、子会社については、子会社の取締役等と意思疎通および情報の交換を図
り、必要に応じて子会社から事業の報告を受け、意見を表明いたしました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するた
めの体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第
100条第１項および第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容および当該決議に
基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役および使用人等からその構
築および運用の状況について定期的な報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いた
しました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ適正な監査を実施しているかを監視および検証すると
ともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めま
した。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会
社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28
日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告およびその附属明細書、計算書類（貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書および個別注記表）およびその附属明細書について検討い
たしました。
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２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反する重大な事実は認
められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統
制システムに関する事業報告の記載内容および取締役の職務の執行についても、指摘すべき重
要な事項は認められません。

（2）計算書類およびその附属明細書の監査結果
会計監査人 有限責任あずさ監査法人の監査の方法および結果は相当であると認めます。

平成31年４月８日

株式会社あさひ 監査役会
常勤監査役（社外監査役） 西 村 孝 一 ㊞
監 査 役（社外監査役） 北 山 顕 一 ㊞
監 査 役（社外監査役） 神 田 孝 ㊞

　

以 上
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会　場	 ハービスHALL 大ホール
	 大阪市北区梅田2-5-25　ハービスOSAKA 地下２階
	 電話（06）6343-7800
	 ※前回の会場から総会会場が変更となっておりますのでご注意ください。

株主総会会場ご案内図
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交通のご案内
1  �阪神梅田駅（西改札）

西側より徒歩６分
2  �地下鉄四つ橋線西梅田駅
（北改札）より徒歩６分
3  �JR大阪駅（桜橋口） 

より徒歩７分
4  �JR東西線北新地駅 
（西改札）より徒歩10分
5  �地下鉄御堂筋線梅田駅
（南改札）より徒歩10分
6  �地下鉄谷町線東梅田駅
（北改札）より徒歩12分
7  �阪急梅田駅 

より徒歩15分
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地下道からのアクセス

お願い
○ �お車でのご来場は

ご遠慮ください。
○ �会場内は禁煙です

のでご了承くださ
い。

○ �会場内での飲食は
ご遠慮ください。
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